
　

高
津
区
老
連
の
皆
様
、
こ
ん
に
ち
は
。
日

頃
よ
り
皆
様
に
は
多
摩
川
ク
ラ
ブ
川
崎
の
運

営
及
び
事
業
に
対
し
ま
し
て
多
大
な
る
ご
支

援
ご
協
力
を
い
た
だ
き
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
皆
様
方
の
地
域
に
お
け
る
活
動
、

取
り
組
み
の
姿
勢
に
改
め
て
敬
意
と
感
謝
の

意
を
表
し
ま
す
。

　

さ
て
、
高
齢
者
の
い
る
世
帯
の
中
で
も
、

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
割
合
は
四
人
に

一
人
の
割
合
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
若
い
人

た
ち
の
行
動
範
囲
は
仕
事
の
こ
と
も
あ
り
と

て
も
広
く
、
ま
た
地
域
に

い
る
時
間
も
少
な
い
の
で

す
が
、
私
た
ち
の
行
動
範

囲
や
時
間
は
、
旅
行
な
ど

を
除
け
ば
、
概
ね
自
分
が

住
ん
で
い
る
地
域
内
で
あ
り
、
従
っ
て
、
地

域
生
活
の
暮
ら
し
方
が
高
齢
者
に
と
っ
て
大

き
な
関
心
ご
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
老
人

ク
ラ
ブ
の
活
動
の
意
義
も
こ
こ
に
あ
り
ま

す
。

　

自
分
た
ち
が
楽
し
く
な
く
し
て
誰
を
楽
し

く
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
子
ど
も
た
ち
や
若

い
人
た
ち
の
笑
顔
が
見
れ
な
い
町
は
寂
し
い

限
り
で
す
。
特
別
な
こ
と
が
必
要
で
は
な
い

と
思
い
ま
す
。
昔
の
人
は
言
い
ま
し
た
。「
情

け
は
人
の
た
め
な
ら
ず
」
と
。
私
た
ち
は
、

そ
れ
に
加
え
て「
奉
仕
は
人
の
た
め
な
ら
ず
」

と
言
い
ま
し
ょ
う
。
具
体
的
な
「
奉
仕
」
で

な
く
と
も
い
い
の
で
す
。
皆
さ
ん
の
笑
顔
だ

け
で
も
町
を
明
る
く
す
る
に
は
充
分
な
の
で

す
か
ら
。「
横
丁
の
ご
隠
居
」
か
ら
「
表
通

り
の
ご
意
見
番
」
ま
で
が
私
た
ち
の
役
割
で

す
。
地
域
を
支
え
る
気
概
を
老
人
ク
ラ
ブ
か

ら
発
信
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
日
頃
か
ら
支
え

て
く
だ
さ
っ
て
い
る
高
津
区
役
所
や
区
社

協
、
町
内
会
連
合
会
を
は
じ
め
地
域
関
係
団

体
の
皆
様
に
も
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
高
津
区
老
連
の
皆
様
の
ご
健
勝
ご
活
躍

を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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現
在
の
日
本
は
前
代
未
聞
の
東
日
本
大
震

災
後
、
経
済
面
を
始
め
、
政
治
、
社
会
保
障

等
々
大
混
乱
の
渦
中
に
あ
り
、
向
後
の
安
定

と
安
心
は
当
分
望
め
そ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

私
達
、
高
齢
者
は
戦
後
の
混
乱
期
を
体
験

し
多
く
の
苦
難
を
克
服
し
て
参
り
ま
し
た

が
、
又
し
て
も
大
変
な
時
代
に
遭
遇
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　

こ
の
様
な
社
会
状
況
の
中
で
、
私
達
の
老

人
ク
ラ
ブ
は
ど
の
様
に
老
人
福
祉
の
向
上
に

対
し
て
貢
献
で
き
る
の
か
、
又
、
多
く
の
高

齢
者
仲
間
の
安
定
し
た
老
後
を
確
保
で
き
る

か
が
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
根
幹
で
あ
り
最
大

の
課
題
で
も
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
高
津
区
老
連

諸
活
動
で
す
が
、
平
成

二
十
三
年
度
は
全
会
員
の

皆
様
の
連
帯
と
協
力
に
よ

り
順
調
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
四
年
度
も
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の

基
本
理
念
に
沿
っ
て
、
次
の
よ
う
な
視
点
を

中
心
に
昨
年
度
に
引
続
き
区
老
連
の
行
動
を

展
開
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

先
ず
は
高
齢
者
の
健
康
、
生
き
甲
斐
、
相

互
支
援
や
社
会
奉
仕
、
地
域
を
支
え
る
運
動

を
推
進
し
、
明
る
く
楽
し
く
有
意
義
な
老
後

を
確
保
し
て
い
く
事
が
極
め
て
肝
要
で
あ
り

ま
す
。

　

具
体
的
事
例
の
一
部
と
し
て
平
成
二
十
四

年
度
総
会
で
決
定
し
た
事
業
は

◦
楽
し
く
、
元
気
の
あ
る
開
か
れ
た
ク
ラ  

　

ブ
を
目
指
す

◦
仲
間
が
明
る
く
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域

　

づ
く
り
。
健
康
を
進
め
る
運
動
の
推
進

◦
誰
も
が
、
気
軽
に
楽
し
く
参
加
で
き
る
ク

　

ラ
ブ
の
導
入

◦
在
宅
福
祉
を
支
え
る
活
動
。
友
愛
チ
ー
ム

　

に
よ
る
孤
立
・
孤
独
の
防
止

◦
老
人
ク
ラ
ブ
を
拠
点
に
住
み
慣
れ
た
地
域

　

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
に
人
々
が
支

　

え
合
い
（
互
助
・
共
助
）
の
有
縁
化
社
会

　

を
目
指
す

　

老
人
ク
ラ
ブ
は
種
々
の
行
事
に
積
極
的
に

参
加
し
、
健
康
で
心
豊
か
に
生
活
が
で
き
る

様
に
日
頃
よ
り
、
念
願
し
て
お
り
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
暑
気
日
毎
に
加
わ
る
季
節
と

な
り
ま
し
た
。
会
員
並
び
に
ご
家
族
の
皆
様

に
は
一
層
健
康
に
留
意
さ
れ
、
元
気
に
お
過

ご
し
の
事
を
心
よ
り
念
願
し
て
お
り
ま
す
。

有
意
義
な
老
後
の
た
め
に

奉
仕
は
ひ
と
の
た
め
な
ら
ず

区
老
連
会
長　

田
島　

耕
作

多
摩
川
ク
ラ
ブ
川
崎　

事
務
局
長

高
橋　

義
光
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私たちは高津区老連の活動を応援しています

　

す
が
す
が
し
い
好
天
に
恵
ま
れ
ま
し

た
五
月
二
十
三
日
㈬
、
高
津
区
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
の
総
会
が
、ご
来
賓
の
方
、

各
ク
ラ
ブ
会
長
や
被
表
彰
者
な
ど
多
く

の
方
々
の
ご
出
席
の
も
と
盛
大
に
開
か

れ
ま
し
た
。

　

田
島
耕
作
・
区
老
連
会
長
は
、
あ
い

さ
つ
の
な
か
で
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
基
本

的
理
念
と
し
て
、「
健
康
で
共
に
支
え

合
う
地
域
づ
く
り
や
社
会
奉
仕
を
行
い

な
が
ら
、
民
主
的
に
地
域
福
祉
の
向
上

を
図
っ
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
来
賓
の
ご
あ
い
さ
つ
で
は
、

秋
岡
正
充
・
高
津
区
長
か
ら
、「
今

年
は
区
制
四
十
周
年
を
迎
え
、
八
月

二
十
五
日
に
は
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
予
定

し
、
十
二
月
に
は
記
念
誌
の
発
行
を
計

画
し
て
お
り
、
昔
の
写
真
を
収
集
し
て

い
る
」
と
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ク
ラ
ブ
会
員
の
皆
さ
ん
方
で
、
高
津

区
の
昔
の
写
真
が
あ
り
ま
し
た
ら
区
役

所
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

続
い
て
、
吉
崎
隆
男
・
高
津
区
全
町

内
会
会
長
は
、「
区
老
連
自
主
運
営
の

ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
演
芸
大
会
な
ど
素
晴

ら
し
い
事
業
を
展
開
さ
れ
、
会
員
の

方
々
は
大
変
喜
ば
れ
て
い
る
。
こ
れ
か

ら
は
『
高
齢
者
が
支
え
ら
れ
る
』
か
ら

『
日
本
を
高
齢
者
が
支
え
る
』
社
会
に

な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
勇
気
づ

け
ら
れ
ま
し
た
。

　

総
会
当
日
は
、
公
私
と
も
ご
多
忙
の

中
、
宮
前
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
井
田

耕
夫
・
会
長
は
じ
め
大
勢
の
方
々
か
ら

ご
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
退
任
ク
ラ
ブ
会
長
の
表
彰

状
、
感
謝
状
の
贈
呈
が
あ
り
、
永
年
の

会
長
と
し
て
の
労
苦
に
対
し
田
島
会
長

が
一
人
ひ
と
り
に
感
謝
の
言
葉
を
話
し

掛
け
て
お
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
田
島
会
長
が
議
長
と
な
り
議

事
に
入
り
ま
し
た
。

▼
第
一
号
議
案　

平
成
二
十
三
年
度
事

　

業
報
告

▼
第
二
号
議
案　

平
成
二
十
三
年
度
会

　

計
収
支
決
算
報
告

▼
第
三
号
議
案　

平
成
二
十
三
年
度
会

　

計
監
査
報
告

▼
第
四
号
議
案　

平
成
二
十
四
年
度
事

　

業
計
画
（
案
）

▼
第
五
号
議
案　

平
成
二
十
四
年
度
会

　

計
収
支
予
算
（
案
）

▼
第
六
号
議
案　

平
成
二
十
四
年
度
役

　

員
の
承
認

　

の
提
案
が
あ
り
、
す
べ
て
の
議
案
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
新
任
部
長
に
対
し
田
島
会

長
よ
り
委
嘱
状
の
交
付
が
あ
り
、
第
一

部
の
総
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

　

休
憩
後
、第
二
部
の
懇
親
会
に
移
り
、

来
賓
お
よ
び
ク
ラ
ブ
会
長
と
も
ど
も
近

況
報
告
や
情
報
交
換
を
し
な
が
ら
懇
親

を
深
め
ま
し
た
。
懇
親
会
は
短
い
時
間

で
あ
り
ま
し
た
が
、
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
、
区
老
連
の
ま
す
ま
す
の
発

展
と
単
位
ク
ラ
ブ
の
地
域
で
の
活
躍
を

祈
念
し
な
が
ら
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

平
成
24
年
度
　
高
津
区
老
連
総
会
開
催
さ
れ
る
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会　長 田島　耕作
副会長 川邉　直行　鈴木　惣次　片桐スミ子
会　計 青木　信吉　日吉たえ子

区老連理事
川邉　直行　 片桐スミ子　 岩崎喜久代　 河崎　悦子　 青木　信吉　 斉藤　正男　 石黒　義章 　森　　繁昭　 藤澤　光子
北川　一夫　 小木　　繁 　佐保田正作 　日吉たえ子 　荒井　　孝 　鈴木　惣次 　横山　敏男 　吉田　富子 　寺㟢　　坦
増本　康夫　 大嶋　久子 　大木　重雄

相談役 持田　清一

部　会 部会長 副 部 会 長 幹 　 事
総務部 森　　繁昭 河崎　悦子　 藤澤　光子 　横山　敏男 
企画部 河崎　悦子 石黒　義章 　森　　繁昭 　藤澤　光子  
広報部 大木　重雄 川邉　直行 　石黒　義章　 寺㟢　　坦　 大嶋　久子 古川　きよ　 猪又　和子 　平野　一雄
研修部 石黒　義章 小木　　繁 　藤澤　光子 　大嶋　久子 小俣　亀男 　神戸　　一　 及川ミヨ子

健康部 北川　一夫 斉藤　正男　 森　　繁昭 　小木　　繁 　寺㟢　　坦
増本　康夫 星　　真平　 中嶋　　功 　鈴木ヨシ子

文化部 森　　繁昭 北川　一夫　 小木　　繁 　片桐スミ子 　河崎　悦子
藤澤　光子 　岩崎喜久代　 大木　重雄 猪又　和子　 赤峰千鶴子

社会活動部 川邉　直行 斉藤　正男　 佐保田正作　 岩崎喜久代 　吉田　富子 相良　四郎　 阿部　政光 　中澤　鶴子

芸能部 鈴木　惣次 森　　繁昭 　小木　　繁 　片桐スミ子 　河崎　悦子
横山　敏男　 大木　重雄  栗原　政ニ　 大原富士夫　 山口　豊子 　及川ミヨ子

運動部 斉藤　正男
森　　繁昭　 小木　　繁　 片桐スミ子 　河崎　悦子
藤澤　光子　 鈴木　惣次　 横山　敏男 　荒井　　孝
増本　康夫　 大木　重雄　 吉田　富子

大原富士夫　 根本　四郎 　菊池　郁夫 　星　　真平
及川ミヨ子　 大門紀久子　 沢田　庸子

旅行部 荒井　　孝 石黒　義章 　藤澤　光子 　岩崎喜久代 　横山　敏男
吉田　富子　 大嶋　久子 及川ミヨ子

友愛活動部 吉田　富子 森　　繁昭 　北川　一夫 　河崎　悦子 小俣　亀男　 猪又　和子 　鈴木ヨシ子
女性部 片桐スミ子 河崎　悦子　 藤澤　光子 　吉田　富子 山口　豊子　 及川ミヨ子 　鈴木ヨシ子

ゲートボール部 横山　敏男 北川　一夫 　片桐スミ子　 河崎　悦子 　岩崎喜久代
荒井　　孝　 大嶋　久子 菊池　郁夫　 星　　真平 　赤羽　トミ 　片見　　雄

グラウンドゴルフ部 横山　敏男 北川　一夫　 小木　　繁 　片桐スミ子 　河崎　悦子
荒井　　孝 菊池　郁夫　 星　　真平 　西坂　松夫　 市原　富雄

会計監査 太田　次郎・鈴木　昭治

市 老 連 委 員 会
委員会名 氏　名

⒈女性委員会 片桐スミ子　 吉田　富子
⒉会員増強委員会 川邉　直行　 鈴木　惣次
⒊会報委員会 大木　重雄　 石黒　義章　　
⒋友愛委員会 吉田　富子　 森　　繁昭
⒌ゲートボール委員会 横山　敏男　 荒井　　孝
⒍グラウンドゴルフ委員会 横山　敏男　 荒井　　孝
⒎健康づくり委員会 吉田　富子　 藤澤　光子
⒏旅行委員会 荒井　　孝　 石黒　義章
⒐地域情報連絡委員会 森　　繁昭　 横山　敏男

区 老 連 事 業 サ ー ク ル 活 動
名　称 氏　名

⒈カラオケ 小木　　繁 　佐保田正作
⒉パークゴルフ 斉藤　正男　 河崎　悦子
⒊輪踊り 日吉たえ子　 藤澤　光子
⒋フォークダンス 山口　豊子　 白倉　絹枝

平成 24 年度　区老連役員名簿

私たちは高津区老連の活動を応援しています
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私たちは高津区老連の活動を応援しています

月 実施日 事 業 内 容 備 　 考
原　則
として

毎月第一㈪ 理事会会議 ちどり
毎月第二㈮ 高津地区 ･ 橘地区会長会議 ちどり ･ 橘出張所

4

4 社協観桜会 津田山霊園

6 老人クラブ ･ 友愛チーム
補助金申請書提出 区役所 4 階

11 健康部お花見会 緑ヶ丘 ( 津田山 ) 霊園
25 ～ 26 区老連春の花見旅行 高遠の桜

5

8 ゲートボール大会選抜会 富士見公園
9 高津地区老連総会 ちどり
11 グラウンドゴルフ大会選抜会 富士見公園
14 新任会長研修会 エポックなかはら
23 区老連総会 JA セレサ 3F

中止 区老連健康ウオーキング 等覚寺つつじ

6
12 新任友愛チーム研修会 エポックなかはら
21 区老連健康ウオーキング 鎌倉長谷寺のアジサイ

6/28 ～ 7/2 区老連趣味の作品展 大山街道ふるさと館

7

４～６ 市老連盆踊り大会旅行 岩手県花巻温泉

29 高津区民祭パレード参加
( ＧＧ指導高津小 ) 大山街道

31 高津区老連演芸大会　（10：00 ～）すくらむ 21
8 12 橘ふるさと祭り 川崎市民プラザ

9

7 老人福祉 ･ 老人クラブ大会 エポックなかはら
14 高津区敬老会 ( 社協主催 ) 高津市民館
20 パークボール大会 宇奈根パーク場
20 全国一斉社会奉仕の日 各単位クラブ

26 ～ 28 グラウンドゴルフフェスティバル 三重県鳥羽温泉
30 区老連スポーツ大会 久本小学校

未定 区老連健康ウオーキング 浅草寺と東京スカイツリー
未定 日帰り秋の味覚狩り 未定

10

4 50 周年全国老人クラブ大会 日比谷公会堂
9 多摩川堤防清掃 多摩川河川敷

12 ～ 16 全国健康福祉祭り 宮城県仙台市

未定 区老連健康ウオーキング 神代植物公園
未定 区老連ゲートボール大会 橘公園

11

未定 川崎市民祭り（女性部踊り参加） 富士見公園広場
20 市老連ダンス祭り 教育文化会館
25 区老連グラウンドゴルフ大会 久本小学校
27 女性部大会 中原市民館

未定 区老連健康ウオーキング 橘の散歩道

未定 秋の親睦旅行 1 泊
紅葉の素晴らしい景勝地 未定

12
1 ～ 7 友愛慰問品各区配送 高津区役所

9 交通安全仮装パレード キラリデッキ

平成 24 年度 主要事業
（平成 24年 4月 1日～平成 25 年 3月 31 日）

月 実施日 事業内容 備 　 考

1

10 高津地区老連新年会
（11：00 ～） ちどり

未定 区老連新年会 JA セレサ 3F

31 ～ 2/1 市老連り一ダー及び
女性部リーダー研修会 未定

2
未定 区老連健康ウオーキング 池上本門寺の梅
未定 友愛研修会 高津区役所 5F

3
未定 助成金申請説明会 高津区役所 5F
未定 区老連健康ウオーキング 緑ヶ丘霊園
未定 区老連研修会 未定

平成 25 年

月 実施日 事業内容 備 　 考
毎月　第 2 月曜日　女性委員会   
◎更生保護女性会に協力は ｢ 犯罪のない明るい社会をつくりましょう ｣ に賛
　同。収益は犯罪予防活動や犯罪者の更生保護事業の資金に活用されます。

5 22 全老連女性委員会総会 東京全社協

7

4 ～ 6 市老連夏の盆踊り旅行 岩手県花巻温泉

25 区老連女性部交通安全啓
発品作成 ちどり

31 高津区老連演芸大会 すくらむ 21
8 3 市老連女性部啓発品作成 市老連事務局

9
7 老人福祉 ･ 老人クラブ大会 エッポクなかはら

14 社会福祉協議会高津区敬
老会実行委員 高津市民館 

10
未定 女性リーダー研修会及び

親睦会 未定

未定 更生保護女性会に協力
(ビスケット･あられ購入) ちどり

11

3 市民祭り女性部踊り参加 富士見公園広場

8 ～ 9 第 23 回女性り一ダーセミ
ナー及び女性委員会総会 東京全社協

20 第 22 回市老連ダンス祭り
フォーク ･ 輪おどり参加 教育文化会館

27 女性部大会 未定

平成 24 年度　女性部事業
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No． ク ラ ブ 名 会 長 名 人数
1 久末寿会 市原　富男 50
2 千年寿会 栗原　政二 72
3 新作寿会 大原冨士夫 33
4 子母口寿会 横山  敏男 67
5 千年新町第一寿会 神戸　　一 32
6 新作恵美寿会 山本　直克 57
7 新作睦クラブ 赤峰千鶴子 41
8 蟹ヶ谷末広会 吉田  富子 54
9 千年新町第二寿会 鈴木　昭治 55
10 前田親和会 荒井　　孝 37
11 久末リバイブクラブ 鈴木　惣次 48
12 末長久保台白寿会 中村　真琴 58
13 東久末ひまわり会 日吉たえ子 44
14 円山寿会 中澤　鶴子 75
15 新作親寿会 寺㟢　　担 56
16 子母口富士見台寿会 中嶋　　功 54
17 千年新町第三寿会 相良　四郎 45
18 明津せせらぎ会 増本　康夫 53
19 野川竹葉会 平野　一雄 33
20 久末団地ひさご会 根本　四郎 36
21 久末福寿会 井岡　健二 83
22 久末谷中朋友会 赤羽　とみ 39
23 末長福寿会 阿部　政光 35
24 明石穂つくしの会 大嶋　久子 51
25 蟹ヶ谷千寿会 大木　重雄 40
26 久末表ひまわり倶楽部 松崎キヨエ 40

小　計 1,288

No． ク ラ ブ 名 会 長 名 人数
1 坂戸第一長生会 片見　　雄 45
2 北見方第一長生会 小俣　亀男 55
3 諏訪長生会 青木　信吉 71
4 久本第一長生会 西山　文子 53
5 二子ロンライクラブ 斉藤彦次朗 45
6 下野毛長生会 森　　繁昭 65
7 梶ヶ谷春寿会 大久保正三 40
8 久地東長寿会 佐保田正作 44
9 下作延中央第一寿会 岩崎　輝彌 41
10 下作延中央第二寿会 藤澤　光子 53
11 久本第二長生会 石黒　義章 50
12 下作延第一長寿会 山口　豊子 60
13 下作延第二長寿会 赤城　　昇 49
14 久本第三長生会 戸坂　菅代 50
15 二子第一長生会 宮崎　たか 48
16 二子塚錦長生会 竹内　智鶴 50
17 上作延若葉会 岩崎喜久代 55
18 みどりの健老会 荒井　洋子 51
19 坂戸友和会 田島　耕作 46
20 下作延第一福寿会 山田　利雄 47
21 下作延第二福寿会 源島　奎吾 50
22 下作延第三福寿会 太田　次郎 49
23 下作延第三長寿会 亀井　康充 45
24 津田山福寿会 萱嶋　千之 54
25 二子若菜会 持田　清一 50
26 坂戸第二長生会 星　　真平 42
27 久地第一ときわ会 川邉　直行 50
28 北見方第二長生会 片桐スミ子 60
29 宇奈根もみじ会 河崎　悦子 54
30 久地第三きらく会 古川トミ子 60
31 坂戸住宅長生会 北川　一夫 52
32 不動ヶ丘親和会 宮川　勝政 50
33 下作延東町会なごみ会 平野　茂子 50
34 梶ヶ谷にこにこ会 小木　　繁 84
35 久地いきいきクラブ 斉藤　正男 100

小　計 1,868

【
高
津
地
区
】

【
橘
地
区
】

高
津
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
名
簿

（
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
）

高津地区　　35 クラブ 
1,868 人

橘 地 区　　 26 クラブ 
　　　　　　　1,288 人

合　　計　　61 クラブ 
3,156 人

科　目 前年度予算 前年度決算 予　算 備 　 考
分担金 260,000 260,000 244,000 4,000 円× 61 クラブ
委託金 800,000 818,000 800,000 市老連の資料参照
補助金 300,000 272,720 300,000 同上

会　費 260,000 233,000 244,000
演芸大会・スポーツ大会・
新年会・総会の会費

寄付金 150,000 203,000 150,000 各事業への来賓御祝儀
雑収入 30,000 1,000,114 20,000 預金利息他

前期繰越金 77,649 77,649 653,455
合　計 1,877,649 2,864,483 2,411,455

収入の部 単位円

科　目 前年度予算 前年度決算 予　算 備 　 考

総務部 500,000 598,008 500,000
総会・新年会・事務費・
その他会議費

企画部 0 2,100 5,000 年間活動費
広報部 20,000 22,517 20,000 会報の編集会議費
研修部 30,000 120,041 80,000 健康講演会他
健康部 100,000 55,658 45,000 健康ウオーキング
文化部 60,000 59,524 60,000 趣味の作品展

社会活動部 30,000 15,600 17,000 多摩川堤防清掃
芸能部 200,000 181,731 180,000 演芸大会
運動部 400,000 291,393 290,000 スポーツ大会
旅行部 20,000 40,000 20,000 年間活動費

友愛活動部 20,000 17,850 20,000 研修会
女性部 260,000 299,672 200,000 年間活動費

ゲートボール部 0 208,100 70,000 ゲートボール大会
グラウンドゴルフ部 0 76,493 50,000 グラウンドゴルフ大会

サークル活動費 0 0 20,000
カラオケ部・パークゴルフ・
その他サークル

渉外費 90,000 60,000 60,000 各団体との交際費

負担金 0 0 0
全国大会・関ブロ・
リーダー研修会

慶弔費 60,000 106,000 100,000
会長退任功労金・喜寿
のお祝い・その他

交通費 20,000 4,680 10,000
雑　費 38,000 51,661 10,000

次期繰越金 29,649 653,455 654,455
合　計 1,877,649 2,864,483 2,411,455

支出の部 単位円

平成 24 年度予算
（平成 24年 4月 1日～平成 25 年 3月 31 日）

私たちは高津区老連の活動を応援しています
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私たちは高津区老連の活動を応援しています

　

昨
年
の
あ
の
日
あ
の
時
あ
な
た
は
ど

こ
で
何
を
し
て
い
ま
し
た
か
？ 

私
は

遅
い
昼
食
後
、
ベ
ッ
ド
に
腰
を
掛
け
て

テ
レ
ビ
を
見
て
い
ま
し
た
が
、
突
然
緊

急
地
震
速
報
の
字
幕
に
次
い
で
、「
強

い
地
震
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
」
と
の
ア

ナ
ウ
ン
ス
の
繰
り
返
し
。

　

震
源
は
ど
こ
だ
ろ
う
、
と
思
っ
て
い

る
う
ち
に
ぐ●

●
●

●

ら
ぐ
ら
っ
と
揺
れ
が
き
て

増
大
し
ま
し
た
。
震
度
五
以
上
だ
と
思

い
ま
し
た
が
、
目
の
前
の
本
箱
か
ら
は

何
も
飛
び
出
し
ま
せ
ん
。
い
つ
も
の
地

震
と
異
な
り
横
揺
れ
の
振
幅
が
大
き

く
、
激
震
だ
と
思
う
の
と
同
時
に
私
の

脳
裏
に
浮
か
ん
だ
の
は
、
震
源
は
三
陸

で
す
。
な
ぜ
か
と
言
え
ば
、
以
前
か
ら

三
陸
は
比
較
的
大
き
な
地
震
や
津
波
に

見
舞
わ
れ
て
い
る
記
憶
が
あ
っ
た
か
ら

で
す
。

　

私
が
大
き
い
地
震
の
都
度
思
い
出
す

の
は
、
小
学
校
五
年
生
ご
ろ
、
国
語
読

本
で
学
ん
だ
「
稲
む
ら
の
火
」
と
い
う

物
語
で
す
。
概
要
は
、
小
高
い
丘
の
上

に
住
む
庄
屋
さ
ん
が
ゆ
っ
た
り
し
た
揺

れ
の
大
き
い
地
震
を
感
じ
、
庭
に
出
て

海
の
方
を
見
る
と
浜
は
秋
祭
り
で
大
勢

の
村
人
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

時
庄
屋
さ
ん
が
目
に
し
た
の
は
海
水
の

引
き
波
現
象
で
し
た
。「
こ
れ
は
津
波

が
来
る
前
兆
だ
が
村
人
に
知
ら
せ
る
暇

が
な
い
」。
庄
屋
さ
ん
は
と
っ
さ
に
庭

先
の
稲
む
ら
に
火
を
付
け
ま
し
た
。
こ

れ
に
気
付
い
た
村
人
た
ち
は
、
一
斉
に

庄
屋
さ
ん
の
家
へ
と
丘
を
駆
け
上
が
っ

て
き
た
と
き
津
波
が
襲
い
、
庄
屋
さ
ん

の
機
転
で
村
人
全
員
の
命
が
救
わ
れ

た
。
と
い
う
和
歌
山
県
で
あ
っ
た
話
で

す
。

　

揺
れ
か
ら
四
分
ほ
ど
し
て
震
源
は
三

陸
沖
で
、規
模
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
九
、

震
度
六
強
の
発
表
と
と
も
に
、「
大
き

い
津
波
に
、
警
戒
し
て
く
だ
さ
い
」
と

繰
り
返
す
ア
ナ
ウ
ン
ス
と
、
各
被
災
地

の
映
像
に
釘
付
け
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
約
四
十
分
後
、
も
の
す
ご

い
大
津
波
の
来
襲
が
映
し
出
さ
れ
、
そ

の
津
波
に
気
付
か
な
い
多
数
の
人
や

車
、
何
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
、
私
は
あ
ぜ
ん
と
し
て
見
つ
め
て
い

る
ば
か
り
で
し
た
。

　

一
日
も
早
く
復
興
さ
れ
ま
す
こ
と
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
平
成

二
十
四
年
度
よ
り
高
津
地
区
会
長
に
就

任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
今

後
と
も
会
員
皆
様
の
ご
指
導
と
ご
協
力

を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
皆
さ
ま
の
ご
推
挙
に
よ

り
橘
地
区
新
会
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
「
鈴
木
惣
次
」
と
申
し
ま

す
。

　

昨
年
は
未
曾
有
の
被
害
を
も
た
ら
し

た
東
日
本
大
震
災
、
原
発
に
よ
る
放
射

能
被
爆
、
そ
し
て
津
波
の
被
害
な
ど
が

あ
り
、
い
ま
だ
に
復
興
の
計
画
す
ら
進

ん
で
お
り
ま
せ
ん
。
被
害
者
の
胸
中
を

お
察
し
す
る
に
、
被
害
者
支
援
に
対
す

る
輪
を
広
げ
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い

の
で
し
ょ
う
か
。

　

区
老
連
橘
地
区
で
は
、
昨
年
の
八
月

に
坂
下
さ
ん
、
今
年
の
三
月
に
斉
藤
さ

ん
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
お
二
人
と
も

今
日
の
区
老
連
を
ご
苦
労
の
中
で
創
り

上
げ
た
功
労
者
で
、非
常
に
残
念
で
す
。

そ
れ
に
、
今
年
三
月
に
は
会
長
職
が
空

席
と
な
り
、「
こ
れ
か
ら
橘
地
区
を
ど

う
運
営
す
る
か
」
私
な
り
に
自
問
自
答

を
し
ま
し
た
が
、
私
一
人
の
力
で
は
ど

う
に
も
な
り
ま
せ
ん
。
結
論
と
し
て
、

「
お
互
い
が
信
頼
し
合
い
、
決
ま
っ
た

事
は
共
に
実
践
す
る
こ
と
」
が
必
要
か

と
存
じ
ま
す
。

　

で
は
具
体
的
に
ど
う
進
め
る
の
か
考

え
ま
す
と
、
お
二
人
の
功
績
が
あ
ま
り

に
も
大
き
く
、
私
に
は
心
の
迷
い
が
あ

り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
区
老
連
の
中
で
い
ろ
い
ろ

と
議
論
を
重
ね
て
き
た
経
緯
、
ま
た
、

共
に
活
動
し
て
き
た
事
実
が
あ
り
、「
老

後
の
幸
せ
を
願
う
」
た
め
の
意
見
が
一

致
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
お
互
い
の
活

動
の
中
で
培
っ
た
「
和
の
精
神
」
が
芽

生
え
た
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

私
に
は
お
二
人
の
よ
う
な
才
能
も
力

も
あ
り
ま
せ
ん
が
、「
和
の
精
神
」
を

活
動
の
中
で
生
か
し
、「
老
後
を
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の
街
づ
く

り
」
を
皆
さ
ん
の
理
解
あ
る
ご
協
力
を

得
な
が
ら
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

会
長
就
任
へ
の
決
意
の
一
端
を
述

べ
、
あ
い
さ
つ
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
を
想
う

高
津
区
老
連
橘
地
区
会
長

就
任
に
つ
い
て

久地第一ときわ会

川邉　直行

久末リバイブクラブ

鈴木　惣次
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主　

  

催
：
全
国
老
人
ク
ラ
ブ

期　

 

日
：
平
成
二
十
三
年
十
一
月

　
　
　
　
　

十
六
～
十
九
日

参
加
人
員
：
全
国
か
ら
六
十
五
名

　

平
均
寿
命
が
男
性
約
八
十
歳
・
女

性
八
十
六
歳
と
高
齢
化
が
進
ん
だ
。

一
〇
〇
歳
以
上
の
方
が
全
国
で
約

四
五
，
五
〇
〇
人
の
内
、
多
数
の
方

が
介
護
保
険
を
利
用
さ
れ
て
い
る
。

健
康
不
安
を
抱
え
る
高
齢
世
代
が
増

え
て
、
高
齢
者
の
関
心
ご
と
は
健
康

と
介
護
保
険
で
あ
る
。

　

ま
た
、
高
齢
者
医
療
費
が
現
役
若

年
層
の
負
担
増
へ
の
社
会
的
な
関
心

の
高
ま
り
か
ら
、
老
人
ク
ラ
ブ
が
中

心
に
な
り
、
自
ら
の
健
康
は
自
ら
守

る
組
織
と
内
外
の
協
力
者
と
共
に
す

る
健
康
づ
く
り
、
介
護
予
防
の
輪
を

広
げ
る
た
め
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
中
で

健
康
の
保
持
・
増
進
に
つ
な
が
る
活

動
を
推
進
し
、「
医
療
の
受
け
方
」「
薬

の
使
い
方
」「
歯
・
口
腔
の
健
康
づ

く
り
」「
食
生
活
の
あ
り
方
」「
高
齢

者
の
多
い
事
故
と
そ
の
防
止
」「
運

動
に
よ
る
健
康
づ
く
り
」
な
ど
、
正

し
い
知
識
の
も
と
で
、
仲
間
と
と
も

に
楽
し
く
学
習
と
実
践
す
る
機
会
を

つ
く
る
世
話
役
と
し
て
の
リ
ー
ダ
ー

育
成
が
目
的
の
セ
ミ
ナ
ー
で
あ
っ

た
。

　

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
で
は
、「
病
気

に
か
か
ら
ぬ
運
動
」
の
ス
タ
ー
ト
以

来
、
二
十
余
年
に
わ
た
り
積
極
的
に

健
康
づ
く
り
活
動
を
展
開
し
て
き

た
。
平
均
寿
命
か
ら
健
康
寿
命
に
、

ま
た
、
疾
病
予
防
と
と
も
に
介
護
予

防
な
ど
高
齢
者
の
世
紀
に
ふ
さ
わ
し

い
新
た
な
健
康
観
も
広
が
り
、
自
立

し
た
活
動
的
な
生
活
を
送
っ
て
い
る

人
も
い
る
。

　

そ
の
一
方
で
は
心
身
の
病
気
や
ケ

ガ
、
老
化
、
閉
じ
こ
も
り
、
孤
立
な

ど
が
原
因
で
寝
た
き
り
や
認
知
症
と

な
り
、
支
援
や
介
護
を
必
要
と
す
る

高
齢
者
も
増
え
て
い
る
。

　

私
ど
も
高
齢
者
は
筋
ト
レ
や
歯
を

鍛
え
、
お
い
し
い
食
事
を
し
、
お
む

つ
を
付
け
ず
健
康
を
維
持
す
る
こ
と

が
社
会
的
使
命
で
あ
り
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
老
人
ク
ラ
ブ
の

皆
さ
ま
も
、
仲
間
を
寝
た
き
り
や
認

知
症
に
さ
せ
な
い
た
め
に
は
老
人
ク

ラ
ブ
を
抜
け
さ
せ
ず
、
会
合
に
は
迎

え
に
行
き
、
閉
じ
こ
も
り
の
人
を
探

し
、
外
に
連
れ
出
す
気
配
り
を
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

　

会
員
か
ら
隣
人
へ
、
そ
し
て
地
域

で
暮
ら
す
す
べ
て
の
高
齢
者
へ
の
健

康
づ
く
り
・
介
護
予
防
の
輪
を
広

げ
、
健
康
で
生
き
が
い
の
あ
る
生
活

を
実
現
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
急
騰

す
る
要
介
護
高
齢
者
の
介
護
保
険
料

が
若
年
層
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
に

つ
な
が
る
よ
う
、
健
康
で
生
き
が
い

の
あ
る
生
活
の
実
現
と
医
療
や
介
護

制
度
・
施
策
の
健
全
な
発
展
を
目
指

し
ま
し
ょ
う
。

　

三
月
二
十
六
日
㈪
か
ら
一
泊
で
芦

の
牧
温
泉
で
行
う
区
老
連
研
修
旅
行

に
参
加
し
ま
し
た
。

　

バ
ス
三
台
、
一
三
三
名
で
東
北
道

那
須
IC
に
向
け
出
発
。
福
島
が
近
く

な
る
に
つ
れ
雨
交
じ
り
か
ら
雪
模
様

に
早
変
わ
り
し
、
大
震
災
で
被
災
さ

れ
た
方
々
の
こ
と
が
ま
ぶ
た
に
浮
か

び
、
胸
が
痛
む
思
い
で
し
た
。

　

午
後
二
時
す
ぎ
ホ
テ
ル
に
到
着
。

休
む
暇
も
な
く
研
修
会
に
臨
み
ま
し

た
。

　

研
修
会
は
石
黒
理
事
の
司
会
で
始

ま
り
、
講
師
は
司
法
書
士
の
岩
崎
輝

彌
氏（
下
作
延
中
央
第
一
寿
会
会
長
）

で
す
。話
の
内
容
は
主
に
遺
産
相
続
、

遺
言
書
な
ど
を
中
心
に
進
め
ら
れ
ま

し
た
。

　
「
朝
寝
、
朝
酒
、
朝
湯
が
大
好
き

だ
!!
」
今
の
時
代
で

も
よ
く
知
ら
れ
た

「
小
原
庄
助
」
の
財

産
問
題
に
触
れ
、
小

原
さ
ん
の
日
常
生
活
で
の
例
を
挙
げ

な
が
ら
分
か
り
や
す
い
話
で
す
。
引

き
続
き
成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
の

ビ
デ
オ
の
上
映
が
あ
り
ま
し
た
が
途

中
で
故
障
し
、
残
念
で
し
た
が
研
修

会
は
中
止
と
な
り
平
野
理
事
の
閉
会

あ
い
さ
つ
で
終
わ
り
ま
し
た
。

　

六
時
ご
ろ
か
ら
懇
親
会
に
入
り
、

日
ご
ろ
の
活
動
を
共
に
ね
ぎ
ら
い
八

時
過
ぎ
に
解
散
し
ま
し
た
。

【
研
修
会
の
内
容
に
つ
い
て
】

◦
相
続
人
の
確
定

一
、
戸
籍
関
係
書
類
の
取
り
寄
せ

一
、
相
続
関
係
図
の
作
成

一
、
相
続
人
順
位
の
検
討

一
、
相
続
人
放
棄
の
有
無
を
調
査

◦
遺
産
分
割
協
議
の
当
事
者
確
認

一
、
相
続
人
の
現
況
等
の
確
認

一
、
相
続
分
の
移
動
の
確
認

一
、
不
在
者
の
調
査
等
の
手
続
き

◦
遺
産
の
範
囲
の
確
定

一
、
不
動
産
の
調
査

一
、
動
産
の
調
査

一
、
預
貯
金
の
調
査

一
、
債
権
の
調
査

　

細
か
い
こ
と
は
他
に
も
あ
り
ま
す

が
、最
低
の
知
識
と
し
て
理
解
し
て
お

く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

な
お
、家
族
の
間
が
複
雑
な
ら
ば
遺

言
書
の
作
成
が
必
要
と
の
こ
と
で
す
。

詳
細
は
公
証
人
役
場
も
し
く
は
、岩
崎

氏
に
問
合
わ
せ
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
区
老

連
は
「
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
域
社
会
の
街
づ
く
り
」
を
目
標

に
活
動
し
て
お
り
、
会
員
増
強
の
一

つ
と
し
て
話
し
合
い
の
場
で
活
用
し

た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

※
内
容
は
岩
崎
氏
提
供
の
資
料
を
参

考
に
し
ま
し
た
。

第９回健康づくり中央セミナー
を受講して

研
修
旅
行
に
参
加
し
て

子母口寿会

横山　敏男

野
川
竹
葉
会

平
野　

一
雄
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私
の
ク
ラ
ブ
紹
介
を
し
ま
す
。
会

員
五
十
七
名
（
男
性
二
十
六
名
・
女

性
三
十
一
名
）、
世
帯
数
三
十
五
世

帯
で
私
た
ち
の
地
域
（
町
内
会
）
は
、

一
戸
建
が
多
く
、一
〇
一
戸
、ア
パ
ー

ト
は
二
十
戸
で
平
た
ん
な
土
地
で
、

比
較
的
恵
ま
れ
て
い
る
所
で
す
。
近

く
に
は
、
高
津
老
人
福
祉
・
地
域
交

流
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、
会
合
は
交
流

セ
ン
タ
ー
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
わ
が
友
愛
チ
ー
ム
の
紹

介
に
入
り
ま
す
が
、
チ
ー
ム
員
は
六

名
（
男
性
二
名
・
女
性
四
名
）、
二

組
編
成
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
チ
ー

ム
員
に
は
、
行
動
力
の
あ
る
方
、
偏

見
を
持
た
な
い
で
話
し
の
で
き
る

方
、
対
象
者
の
生
活
環
境
を
あ
る
程

度
知
っ
て
い
る
方
を
基
本
的
に
考
え

て
お
願
い
し
ま
し
た
。
友
愛
チ
ー
ム

の
会
合
は
月
一
回
行
っ
て
い
ま
す
。

　

対
象
者
は
、
寝
た
き
り
の
方
二
名

で
、
月
二
～
三
回
訪
問
、
虚
弱
者
二

名
で
訪
問
を
週
一
回
行
う
よ
う
に
し

て
い
ま
す
が
、
天
候
等
訪
問
困
難
の

時
は
、
電
話
を
し
て
確
か
め
て
い
ま

す
。

　

ク
ラ
ブ
員
の
中
に
民
生
委
員
が
い

ま
す
の
で
、
対
象
者
が
決
ま
っ
た
ら

す
ぐ
に
連
絡
し
、
会
合
に
出
席
し
て

必
要
な
情
報
交
換
を
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
は
、体
の
不
自
由
な
人
、

ま
た
は
体
の
弱
い
人
た
ち
へ
の
巡
回

訪
問
が
目
的
で
、
現
在
も
活
動
を
続

け
て
お
り
ま
す
。

◎
Ａ
さ
ん
（
九
十
五
歳
）
の
場
合

　

ご
主
人
に
先
立
た
れ
、
息
子
さ
ん

と
同
居
、
足
腰
が
弱
く
な
り
近
況
に

つ
い
て
息
子
さ
ん
と
話
し
あ
っ
て
い

る
。

◎
Ｂ
さ
ん
（
九
十
二
歳
）・
Ｃ
さ
ん

（
九
十
歳
）
の
場
合

　

ご
主
人
に
先
立
た
れ
、
息
子
さ
ん

と
同
居
。
身
の
回
り
は
一
人
で
で
き

る
。

◎
Ｄ
さ
ん
（
九
十
二
歳
）
の
場
合

　

ご
主
人
は
現
在
病
院
に
入
院
中

　

チ
ー
ム
員
一
同
も
自
分
自
身
の
健

康
に
注
意
し
、
助
け
合
い
な
が
ら
、

活
動
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

平
成
二
十
四
年
が
始
め
っ
た
一
月

の
中
ご
ろ
、
斉
藤
孝
雄
会
長
か
ら
突

然
橘
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
の
役
員
を
引

き
受
け
て
と
言
わ
れ
、
び
っ
く
り
し

ま
し
た
。
ま
だ
そ
ん
な
に
病
が
進
ん

で
い
る
と
は
思
わ
ず
、
そ
れ
か
ら
一

カ
月
余
り
、
突
然
に
死
去
な
さ
れ
ま

し
た
。
斉
藤
会
長
は
、
川
崎
市
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
の
会
員
増
強
推
進
委

員
、
高
津
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
副

会
長
・
運
動
部
長
、
橘
地
区
老
人
ク

ラ
ブ
会
長
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
団
地
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
や
公
園
体
操
を
立
ち
上
げ
る
な

ど
、
努
力
を
惜
し
ま
な
い
会
長
で
し

た
。
相
談
す
れ
ば
的
確
な
ア
ド
バ
イ

ス
や
、
何
事
も
お
願
い
す
れ
ば
嫌
だ

と
言
わ
ず
、
引
き
受
け
て
く
れ
ま
し

た
。
そ
の
人
柄
に
は
尊
敬
の
念
を
抱

い
て
い
ま
し
た
。
ま
だ
い
ろ
い
ろ
と

聞
き
た
い
こ
と
や
、
学
び
た
い
こ
と

が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
し
た
が
、
残
念

で
な
り
ま
せ
ん
。
本
当
に
ご
苦
労
さ

ま
で
し
た
。
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
諸

先
輩
方
の
ご
指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら
、

会
員
相
互
の
親
睦
を
図
り
、
地
域
と

協
力
し
な
が
ら
地
域
へ
の
奉
仕
活
動

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

斉
藤
会
長
を
偲
ん
で
、
太
陽
の
下

で
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や
公
園
体
操

な
ど
斉
藤
会
長
の
教
え
を
守
り
、
ス

ポ
ー
ツ
を
通
し
て
明
る
く
、
笑
顔
で

元
気
に
一
人
で
も
多
く
の
老
人
ク
ラ

ブ
の
増
員
を
目
指
し
て
、
会
員
の
皆

さ
ま
と
と
も
に
一
生
懸
命
微
力
な
が

ら
頑
張
る
所
存
で
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

友
愛
チ
ー
ム
の
活
動

斉
藤
孝
雄
会
長
を

偲
ん
で

新
作
親
寿
会
友
愛
チ
ー
ム

久
末
寿
会

寺
㟢　
　

坦

市
原　

富
男

　

昔
か
ら
ニ
ン
ニ
ク
や
ニ
ラ
、
ネ
ギ

類
等
は
体
に
良
い
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
主
な
成
分
は
「
硫
化
ア
リ

ル
」
と
い
い
ま
す
。
強
い
抗
酸
化
作

用
、
滅
菌
作
用
が
あ
り
、
ド
ロ
ド
ロ

と
し
た
血
液
を
サ
ラ
サ
ラ
な
血
液
に

変
え
た
り
、
免
疫
機
能
を
上
げ
る
た

め
、
風
邪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予

防
に
役
立
ち
ま
す
。

　

そ
れ
だ
け
に
止
ま
ら
ず
、
血
液
中

の
脂
質
を
減
ら
す
働
き
が
あ
り
、
イ

ン
ス
リ
ン
の
分
泌
促
進
、
糖
尿
病
の

予
防
、
が
ん
の
予
防
な
ど
に
役
立
つ

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
の
吸
収
を
良
く
す

る
の
で
、
新
陳
代
謝
を
活
発
に
し
て

疲
労
回
復
や
神
経
鎮
静
に
も
有
効
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
熱
に
弱

く
水
に
溶
け
る
の
で
サ
ッ
と
ゆ
で
る

か
生
が
お
す
す
め
で
す
が
、
腸
の
調

子
が
悪
い
方
や
、
貧
血
気
味
の
方
に

は
刺
激
が
強
い
の
で
摂
取
し
過
ぎ
て

は
い
け
ま
せ
ん
。
ご
注
意
を
。

★
豆
知
識
★
タ
マ
ネ
ギ
を
切
っ
て
い

て
涙
が
止
ま
ら
な
く
な
っ
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？ 

そ
の
原
因
が﹁
硫

化
ア
リ
ル
﹂
な
の
で
す
。

硫
化
ア
リ
ル

気
に
な
る
栄
養
素
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私
た
ち
の
老
人
ク
ラ
ブ
は
新
作
親

寿
会
と
言
い
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
の
ク

ラ
ブ
は
足
腰
強
化
、
ぼ
け
防
止
を
目

的
に
活
動
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
も

花
見
会
や
料
理
会
、
紙
切
り
、
絵
教

室
、
敬
老
会
等
を
行
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

今
回
紹
介
す
る
の
は
四
月
七
日
㈯

の
花
見
会
の
様
子
で
す
。
新
作
三
角

公
園
に
集
合
し
、
梶
ヶ
谷
第
一
公
園

の
花
見
現
場
ま
で
十
六
名
の
参
加
者

が
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
兼
ね
出
発
し
、

風
も
な
く
暖
か
い
日
で
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
に
は
持
っ
て
こ
い
の
日
和
で
し

た
。
歩
い
た
距
離
は
二
キ
ロ
ぐ
ら
い

で
、少
し
汗
ば
む
く
ら
い
で
し
た
が
、

梶
ヶ
谷
第
一
公
園
に
は
約
四
十
分
ぐ

ら
い
歩
い
て
着
き
、
花
見
会
を
始
め

ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
桜
の
花
も
満
開
で
土
曜

日
と
重
な
っ
た
た
め
、
花
見
会
の
人

は
約
五
〇
〇
人
近
く
集
ま
っ
て
い
ま

し
た
。
公
園
は
良
く
整
備
さ
れ
、
ご

み
置
場
も
綺
麗
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
宴
会
は
盛
り
上
が
り
、
酒
も
入

り
皆
で
カ
ラ
オ
ケ
で
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン

ス
等
を
し
て
楽
し
く
花
見
会
を
終

り
、
使
用
し
た
場
所
を
綺
麗
に
片
付

け
、
帰
り
も
他
の
桜
の
花
を
見
な
が

ら
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
兼
ね
て
、
わ
が

町
内
に
帰
り
ま
し
た
。

　

下
作
延
中
央
第
一
・
第
二
寿
会
は
、

合
同
で
毎
月
第
二
木
曜
日
午
後
一
時

か
ら
定
例
会
お
よ
び
誕
生
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

定
例
会
で
は
、
毎
月
、
役
員
会
で

承
認
さ
れ
た
「
会
報
（
月
報
）」
を

発
行
し
、
会
員
全
員
（
会
員
数
は

九
十
七
名
）
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
誕
生
会
で
は
、
季
節
の
花
鉢

を
誕
生
月
の
会
員
の
方
々
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
て
お
り
、
大
変
喜
ば
れ
て
い

ま
す
。

　

五
月
は
、「
定
例
会
」
と
、
三
大

行
事
の
一
つ
で
あ
る
「
親
睦
会
」
も

行
い
、お
弁
当
を
頂
き
な
が
ら
の「
懇

談
会
」も
あ
り
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト「
花

ぶ
き
会
」
に
よ
る
民
謡
、
演
歌
の
カ

ラ
オ
ケ
お
よ
び
全
員
合
唱
で
の
コ
ー

ラ
ス
、
特
に
会
員
に
よ
る
新
舞
踊
に

魅
了
さ
れ
、
親
睦
も
深
ま
り
、
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
明
日
と
い
う
日
が
来
る
限

り
、
幸
せ
を
信
じ
て
、
生
か
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
感
謝
で
す
。

　

ま
た
、
四
月
、
五
月
、
六
月
の
春

季
、
九
月
、
十
月
、
十
一
月
の
秋
季

に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
と
健
康
増
進
の
た

め
、
多
摩
川
緑
地
パ
ー
ク
ボ
ー
ル
場

（
多
摩
川
宇
奈
根
コ
ー
ス
）
に
て
、

パ
ー
ク
・
ボ
ー
ル
大
会
を
行
っ
て
い

ま
す
。
参
加
者
は
、
毎
回
二
十
名
く

ら
い
で
、
上
作
延
老
人
い
こ
い
の
家

に
集
合
し
、
会
員
の
車
五
台
で
送
迎

し
ま
す
。
年
六
回
の
ス
コ
ア
を
記
録

し
、
集
計
し
て
、
十
一
月
の
納
会
で

成
績
発
表
し
、表
彰
式
を
行
い
ま
す
。

今
年
の
優
勝
者
は
誰
か
、
ブ
ー
ビ
ー

賞
を
取
る
の
は
誰
か
等
大
い
に
楽
し

み
で
す
。

　

健
康
で
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
る
こ
と

に
感
謝
し
会
員
相
互
の
親
睦
を
深

め
、
楽
し
い
人
間
関
係
を
作
り
、
仲

良
く
支
え
合
っ
て
、
こ
れ
か
ら
も

も
っ
と
楽
し
い
寿
会
に
し
よ
う
と
、

盛
り
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

私
の
ク
ラ
ブ
は
、
毎
週
火
・
木
・

金
の
三
日
、
午
前
九
時
か
ら
十
一
時

ご
ろ
ま
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を

や
っ
て
お
り
ま
す
。
ゴ
ル
フ
は
初
心

者
で
も
勝
ち
負
け
に
こ
だ
わ
ら
ず
気

軽
に
参
加
で
き
る
の
で
、
閉
じ
こ
も

り
防
止
、
健
康
維
持
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　

毎
月
会
費
と
し
て
二
〇
〇
円
を
徴

収
し
、ゴ
ル
フ
の
景
品
と
し
て
、ホ
ー

ル
イ
ン
ワ
ン
が
出
る
ご
と
に
缶
ビ
ー

ル
（
小
）
一
本
を
差
し
上
げ
て
お
り

ま
す
。
中
に
は
プ
レ
ー
す
る
ご
と
に

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
決
め
て
思
わ
ず

ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
を
し
て
缶
ビ
ー
ル
を

二
本
も
三
本
も
も
ら
っ
て
い
く
人
が

お
り
、
買
っ
て
き
た
景
品
が
品
切
れ

に
な
る
時
も
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
ゴ
ル
フ
愛
好
者
は
十
名
ほ

ど
で
す
が
、
も
っ
と
大
勢
の
人
に
楽

し
ん
で
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
公
園
体
操
は
、
毎
週
月
曜

日
午
前
八
時
か
ら
坂
戸
公
園
で
行
っ

て
お
り
、
他
の
町
会
の
方
々
と
も
ど

も
一
緒
に
楽
し
く
や
っ
て
お
り
ま

す
。
公
園
体
操
は
音
楽
と
同
時
に
体

操
の
や
り
方
を
言
葉
で
リ
ー
ド
し
て

く
れ
る
の
で
、
初
心
者
も
す
ぐ
で
き

る
の
で
簡
単
で
す
。

　

健
康
増
進
、
地
域
交
流
の
場
と
し

て
今
後
も
明
る
く
、
楽
し
く
、
元
気

に
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

ク
ラ
ブ
の
活
動

花
見
会新

作
親
寿
会

寺
㟢　
　

坦

楽
し
い

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
と

　
　
　
　
　
　
　

公
園
体
操

ふ
れ
あ
い
ク
ラ
ブ
坂
戸
住
宅
長
生
会

北
川　

一
夫

私
た
ち
の
ク
ラ
ブ
活
動

下
作
延
中
央
第
一
寿
会

岩
崎　

輝
彌
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と
　ビタミンＣ、カロチン、カリウムなどがバランスよく含ま
れていますが、含有量は微量です。利尿作用があり、むく
み改善に効果的。加熱するとさらに作用が高まります。ま
た、身体を冷やす効果もあるので熱中症対策にも。

きゅうり
さっぱり夏野菜
        利尿作用あり

　

津
田
山
に
住
ん
で
早
く
も
十
五
年

が
経
っ
た
。
引
っ
越
し
早
々
に
出

会
っ
た
当
時
の
福
寿
会
会
長
に
勧
め

ら
れ
て
名
ば
か
り
の
会
員
に
も
な
っ

た
。
そ
し
て
い
つ
の
間
に
か
副
会
長

を
仰
せ
つ
か
っ
て
五
年
余
を
経
過
し

た
。
住
め
ば
都
、
こ
こ
に
す
っ
か
り

生
活
の
根
を
張
り
、
日
々
を
楽
し
ん

で
い
る
。
と
り
わ
け
気
に
入
っ
て
い

る
の
が
、
健
康
保
持
の
た
め
の
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
の
起
点
と
し
て
の
立
地

の
良
さ
だ
。

　

特
に
早
春
の
梅
か
ら
桜
へ
の
季
節

が
あ
り
が
た
い
。
西
側
下
作
延
に

は
、
わ
ず
か
に
残
る
生
産
緑
地
に
寄

り
添
っ
て
咲
く
梅
、
そ
し
て
圓
福
寺

の
境
内
の
梅
、
同
じ
敷
地
に
あ
る
松

柏
林
天
満
宮
の
紅
白
一
対
の
豊
か
な

枝
ぶ
り
、
東
側
久
地
の
方
に
は
、
明

治
の
文
豪
が
集
っ
た
と
い
う
久
地
梅

林
・
梅
屋
敷
。
北
原
白
秋
の
歌
碑
が

あ
る
久
地
梅
林
公
園
が
あ
る
。

　

春
爛
漫
の
桜
の
季
節
、
言
わ
ず
と

知
れ
た
緑
ヶ
丘
霊
園
。
少
し
足
を
延

ば
す
と
二
ケ
領
用
水
宿
河
原
線
の
両

サ
イ
ド
の
そ
れ
は
見
事
な
も
の
で
あ

る
。
見
逃
し
て
は
い
け
な
い
の
が
、

染
井
吉
野
の
先
陣
を
切
る
河
津
桜

が
、
北
東
斜
面
の
久
地
緑
地
に
可
憐

な
姿
を
見
せ
る
こ
と
。
下
作
延
小
学

校
の
校
庭
に
咲
く
サ
ク
ラ
ン
ボ
を
付

け
る
木
々
が
あ
る
。
ま
た
円
筒
分
水

か
ら
の
二
ケ
領
用
水
沿
い
の
し
だ
れ

桜
は
、
長
い
距
離
と
長
い
期
間
に
わ

た
っ
て
多
く
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く

れ
る
所
で
あ
る
。

　

最
後
の
ご
紹
介
は
、
津
田
山
公
園

で
あ
る
。
玉
川
電
気
鉄
道
の
社
長
と

し
て
功
績
の
あ
っ
た
津
田
興
二
氏
を

記
念
し
た
頌
徳
碑
が
あ
り
、
時
の
総

理
で
あ
っ
た
犬
養
毅
の
筆
に
な
る

「
津
田
山
」
の
石
額
が
並
ん
で
い
る
。

か
つ
て
は
七し

ち

面め
ん

山や
ま

と
呼
ば
れ
た
山

で
あ
る
。
大
正
十
五
年
一
月
の
建
立

で
あ
り
、
の
び
の
び
広
が
る
枝
ぶ
り

美
し
い
四
本
の
桜
が
、
歴
史
を
刻
み

そ
の
時
を
告
げ
て
い
る
。

　

久
地
東
寿
長
会
は
、
昭
和
六
十
年

ご
ろ
か
ら
隣
近
所
の
お
じ
い
さ
ん
、

お
ば
あ
さ
ん
が
中
心
と
な
り
、
向
こ

う
三
軒
両
隣
の
感
覚
で
活
動
を
始
め

た
そ
う
で
す
。

　

当
時
は
わ
が
町
会
に
は
会
館
が
な

く
、
久
地
第
二
町
会
の
老
人
い
こ
い

の
家
で
食
事
を
中
心
に
し
、
お
話
し

会
、
歌
会
、
踊
り
会
な
ど
を
行
っ
て

い
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
こ
の
歌
や

踊
り
の
会
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
取
材
を
受

け
、
テ
レ
ビ
に
出
た
こ
と
も
あ
っ
た

よ
う
で
す
。

　

そ
の
後
、正
式
に
発
足
し
例
会
等
、

開
く
会
場
は
会
長
個
人
の
家
で
開
か

れ
て
い
ま
し
た
。
歴
代
会
長
に
と
っ

て
大
変
な
ご
苦
労
を
な
さ
っ
た
こ
と

と
思
い
ま
す
。
昨
年
町
内
の
篤
志
家

が
自
宅
の
敷
地
内
に
会
館
を
建
て
、

自
由
に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
と
の
こ

と
で
、
私
た
ち
の
活
動
が
非
常
に
活

発
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
年
間

に
行
う
定
例
会
の
ほ
か
は
開
ら
か
れ

ず
、
寂
し
い
も
の
で
し
た
。

　

昨
年
は
民
謡
部
会
が
始
ま
り
、
区

老
連
の
演
芸
大
会
に
も
出
場
し
、
楽

し
い
一
日
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
さ
ら
に
毎
月
五
の
付
く
日

に
茶
話
会
と
カ
ラ
オ
ケ
部
会
も
発
足

し
、
大
勢
の
会
員
が
会
話
や
カ
ラ
オ

ケ
を
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。
前
に
代

理
で
会
長
会
に
出
席
し
た
こ
と
が
あ

り
ま
し
て
持
田
前
会
長
が
話
し
て
お

ら
れ
ま
し
た
が
、「
と
に
か
く
何
で

も
よ
い
か
ら
始
め
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

二
人
で
も
三
人
で
も
多
く
の
人
た

ち
が
趣
味
を
生
か
し
て
仲
間
づ
く
り

を
広
げ
て
い
か
れ
れ
ば
大
き
な
喜
び

と
な
り
ま
す
。
囲
碁
も
将
棋
も
ダ
ン

ス
も
習
お
う
で
は
な
い
か
と
話
し

合
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

高
津
区
ふ
れ
あ
い
ク
ラ
ブ
の
ま
す

ま
す
の
発
展
を
お
祈
り
い
た
し
ま

す
。

今
日
こ
の
ご
ろ
の

活
動
に
つ
い
て

久
地
東
長
寿
会

橋
本　
　

勉

津
田
山
福
寿
会

梅
原　

志
朗

【
健
康
ミ
ニ
コ
ラ
ム
】
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い
つ
し
か
桜
も
葉
桜
に
な
り
、

す
っ
か
り
新
緑
の
季
節
に
な
り
ま
し

た
。

　

私
は
元
来
朝
型
な
の
で
、
起
き
る

と
梅
干
し
で
ニ
、
三
杯
の
お
茶
を

ゆ
っ
く
り
と
飲
み
ま
す
。そ
れ
か
ら
、

ベ
ラ
ン
ダ
に
出
ま
す
と
、
目
の
前
が

公
園
と
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
な
っ
て

い
ま
す
。
小
鳥
の
さ
え
ず
り
を
聞
き

な
が
ら
深
呼
吸
を
し
、
脳
に
も
酸
素

を
入
れ
、
軽
い
ス
ト
レ
ッ
チ
を
し
な

が
ら
公
園
に
目
を
向
け
る
と
、
父
子

の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
や
犬
の
散
歩
を

す
る
人
、
バ
ス
停
に
急
ぐ
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
、
学
生
と
様
々
な
人
間
模
様
が

見
ら
れ
ま
す
。

　

土
曜
日
は
公
園
体
操
を
や
っ
て
い

ま
す
。
老
人
体
操
も
三
曲
加
え
て
約

三
十
分
や
り
、
二
十
人
く
ら
い
の
人

た
ち
と
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
終
わ
っ

た
後
は
、
す
っ
き
り
爽
や
か
な
気
分

に
な
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
公
園
体
操

を
始
め
て
か
ら
五
年
目
に
な
り
ま
し

た
。

　

後
は
、
自
分
だ
け
で
雨
の
降
ら
な

い
限
り
、
光
を
浴
び
な
が
ら
三
十
分

く
ら
い
コ
ー
ス
を
替
え
て
歩
き
ま

す
。
無
理
の
な
い
程
度
に
時
間
が
あ

れ
ば
、
一
時
間
は
横
に
な
り
ま
す
。

　

こ
ん
な
よ
う
な
事
を
繰
り
返
し
て

い
る
生
活
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
単

純
な
事
が
私
の
元
気
の
秘
訣
か
な
と

自
負
し
て
い
る
よ
う
な
訳
で
す
。『
継

続
は
力
な
り
』
と
い
い
ま
す
が
、
こ

れ
か
ら
も
力
ま
ず
、
自
分
な
り
の
健

康
法
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

あ
じ
さ
い
寺
の
お
隣
。
昔
、
向
ヶ

丘
遊
園
は
、
超
大
型
野
外
エ
ス
カ

レ
ー
タ
ー
で
登
っ
て
入
場
し
た
。
そ

の
上
に
大
観
覧
車
が
そ
び
え
て
い

た
。
当
神
社
社
殿
後
ろ
は
、
そ
れ
ら

を
見
下
ろ
す
位
置
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
写
真
を
撮
り
な
が
ら
右
を
向

く
と
、
新
宿
超
高
層
ビ
ル
群
は
お
ろ

か
、
平
成
の
摩
天
楼
「
東
京
ス
カ
イ

ツ
リ
ー
」
を
も
見
下
ろ
す
感
じ
で
、

左
隣
の
五
所
塚
と
と
も
に
、
天
に
近

づ
い
た
か
の
錯
覚
を
起
こ
す
。

　

い
ま
や
超
高
齢
化
社
会
。
私
も
定

年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
ボ
ケ
防
止

の
た
め
に
何
か
趣
味
を
持
た
な
け
れ

ば
と
始
め
た
の
が
ス
ト
ー
ン
ア
ー
ト

で
し
た
。

　

き
っ
か
け
は
多
摩
川
を
散
歩
し
て

い
た
時
、
こ
れ
ま
で
何
気
な
く
見
逃

し
て
い
た
川
原
の
石
を
よ
く
眺
め
る

と
、
石
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
表
情
が
あ

る
と
気
が
付
き
ま
し
た
。

　

見
方
に
よ
っ
て
は
そ
の
形
が
魚
や

鳥
に
見
え
る
の
で
は
な
い
か
。
早
速

そ
の
石
を
持
ち
帰
り
、
魚
を
イ
メ
ー

ジ
し
目
や
背
び
れ
な
ど
を
描
き
、

作
っ
た
の
が
そ
の
始
ま
り
で
す
。

　

自
然
な
石
の
形
や
肌
合
い
を
生
か

し
な
が
ら
石
を
ベ
ー
ス
に
創
作
活
動

を
す
る
こ
と
は
、
脳
の
老
化
防
止
と

手
や
指
の
活
性
化
に
も
な
り
、
ま
た

自
然
の
不
思
議
さ
や
、
偉
大
さ
へ
の

畏
敬
の
念
、
さ
ら
に
は
も
の
を
作
る

喜
び
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

始
め
て
か
ら
す
で
に
二
十
年
を
超

え
て
、
日
々
楽
し
み
な
が
ら
制
作
に

励
ん
で
い
る
今
日
こ
の
ご
ろ
で
す
。

　

作
品
も
徐
々
に
増
え
、
当
初
は
自

宅
の
地
下
室
に
保
存
し
て
い
ま
し
た

が
、
日
の
目
を
見
せ
た
い
と
願
い
、

つ
い
に
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
設
け
展
示
す

る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
そ
ん
な

私
の
作
品
を
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

作
品
を
展
示
し
た
プ
チ
・
ギ
ャ
ラ

リ
ー
が
自
宅
の
横
に
あ
り
ま
す
。
ま

た
興
味
の
あ
る
方
は
ス
ト
ー
ン
ア
ー

ト
作
り
を
ご
一
緒
に
や
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。

下
作
延
東
町
会

な
ご
み
会

下
野
毛
長
生
会

蟹
ヶ
谷
末
広
会

村
上　
　

均

小
林　

康
人

吉
田　

富
子

Ｑ
⒈ 

か
け
て
も
か

け
て
も
前
に
す
す
ま

な
い
も
の
っ
て
な

に
？

Ｑ
⒉ 

い
つ
も
怒
っ

て
い
る
人
ば
か
り
通

る
道
は
な
に
通
り
？

Ｑ
⒊ 

他
人
に
イ

チ
ャ
モ
ン
を
つ
け
る

係
の
人
は
何
係
？

Ｑ
⒋ 

牛
を
買
う
少

年
を
何
と
呼
ぶ
？

あたまの体操クイズ

Q1．イス　Q2．いき通り（憤り）
Q3．いい係（言い掛かり）
Q4．買うボーイ（カウボーイ）

★答えは逆さまにして見てね

ストーンアート

ギャラリー
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私
は
福
島
県
生
ま
れ
で
、
津
波
と

原
発
事
故
に
よ
り
、
故
郷
は
帰
宅
困

難
地
に
な
り
ま
し
た
。
昨
年
三
月

十
一
日
よ
り
、
人
生
が
変
わ
っ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。
兄
妹
六
人
で
し
た

が
、
実
家
の
兄
夫
婦
は
津
波
で
、
家

と
と
も
に
流
さ
れ
て
他
界
。
福
島
在

住
の
姉
妹
甥
姪
の
七
家
族
が
地
震
で

家
が
壊
れ
、
原
発
事
故
で
自
宅
へ
帰

る
こ
と
が
で
き
ず
に
、
仮
設
住
宅
で

不
自
由
な
生
活
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

わ
が
故
郷
は
、
小
さ
な
漁
村
で
、

潮
の
香
り
の
す
る
温
暖
な
良
い
地
区

で
す
が
、
昨
年
三
月
よ
り
一
変
し
て

皆
さ
ま
も
ご
存
知
の
通
り
、
廃
墟
と

な
り
ま
し
た
。
原
子
力
発
電
所
の
爆

発
地
点
よ
り
八
キ
ロ
圏
内
に
自
宅
が

あ
り
、
町
に
入
る
こ
と
が
で
き
ず
、

兄
夫
婦
の
死
亡
の
連
絡
が
来
た
の
が

四
月
二
十
四
日
で
し
た
。
そ
の
間
、

故
郷
を
離
れ
た
姉
妹
た
ち
は
今
後
の

衣
食
住
の
心
配
と
、
い
つ
自
宅
に
帰

れ
る
の
か
情
報
が
な
い
た
め
、
パ

ニ
ッ
ク
状
態
で
す
。
気
持
ち
を
落
ち

着
か
す
の
に
無
我
夢
中
で
乗
り
越
え

た
と
思
い
ま
す
。

　

数
カ
月
で
全
員
福
島
の
仮
設
住
宅

に
帰
り
、散
り
散
り
に
な
っ
た
知
人
、

友
人
と
の
情
報
交
換
を
し
て
、
過
ご

し
て
い
る
様
子
、
震
災
地
に
一
時
帰

宅
が
で
き
、
私
も
故
郷
を
こ
の
目
で

見
る
た
め
同
行
す
る
こ
と
に
し
、
昨

年
十
一
月
九
日
に
行
っ
て
き
ま
し

た
。

　

皆
さ
ん
が
テ
レ
ビ
で
見
る
よ
う
に

防
護
服
に
身
を
包
み
、
二
時
間
の
滞

在
と
な
り
ま
し
た
。
現
地
に
行
く

道
々
、
路
上
に
船
は
乗
り
上
げ
、
町

は
全
部
廃
墟
に
な
り
、言
葉
も
出
ず
、

涙
が
流
れ
落
ち
た
の
を
思
い
出
し
ま

す
。福
島
県
浜
通
り
は
死
の
町
で
す
。

家
も
墓
も
何
も
な
く
、
た
だ
流
木
と

が
れ
き
の
山
に
な
り
、一
瞬
に
し
て
、

壮
大
な
風
景
を
飲
み
込
ん
だ
津
波
の

怖
さ
を
感
じ
、
一
寸
の
間
、
身
動
き

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

私
に
故
郷
は
な
く
な
り
つ
つ
あ
り

ま
す
が
、
い
つ
自
分
の
家
に
住
む
こ

と
が
で
き
る
の
か
と
、
毎
日
心
を
痛

め
て
い
る
姉
妹
の
こ
と
を
考
え
ま

す
。
た
だ
、
私
た
ち
姉
妹
は
高
齢
で

す
が
、
力
を
合
わ
せ
て
津
波
で
犠
牲

と
な
っ
た
兄
夫
婦
や
部
落
の
一
九
〇

名
の
方
々
の
た
め
に
も
、
生
き
伸
び

た
命
に
感
謝
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
い
つ
か
こ
の
苦
難
の
日
々
の

話
を
笑
っ
て
、
話
せ
る
日
の
く
る
こ

と
を
願
い
つ
つ
、
こ
の
震
災
を
教
訓

に
姉
妹
に
協
力
し
て
い
く
つ
も
り
で

す
。
皆
さ
ま
の
ご
支
援
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
心
か
ら
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

私
は
二
月
に
傘
寿
を
迎
え
ま
し

た
。
八
十
歳
の
今
日
、
健
康
に
過
ご

せ
る
の
は
、
若
い
時
か
ら
規
則
正
し

い
生
活
を
送
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま

す
。

　

し
か
し
最
近
は
、
席
を
譲
ら
れ
る

こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
電
車
に

乗
っ
た
時
「
ど
う
ぞ
」
と
言
わ
れ
な

い
よ
う
、
自
分
で
は
背
筋
を
伸
ば
し

て
元
気
に
振
舞
っ
て
も
、
他
人
か
ら

見
れ
ば
相
応
の
高
齢
者
と
見
ら
れ
て

い
る
よ
う
で
す
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
一
年
以
上
経

ち
ま
し
た
。
多
く
の
人
命
が
失
わ
れ

た
こ
の
大
災
害
を
貴
重
な
経
験
と
し

て
、
行
政
・
地
域
・
各
家
庭
レ
ベ
ル

の
防
災
対
策
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が

私
た
ち
の
使
命
で
す
。

　

首
都
圏
直
下
型
地
震
の
発
生
率
は

四
年
間
で
七
十
パ
ー
セ
ン
ト
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
高
津
区
に
は
避
難

所
（
小
中
高
校
）
が
二
十
二
カ
所
あ

り
ま
す
が
、
体
育
館
は
二
五
〇
人
程

度
、
教
室
を
開
放
し
て
も
一
校
一
、

〇
〇
〇
人
程
度
し
か
避
難
で
き
ま
せ

ん
。
自
宅
に
大
き
な
被
害
が
な
け
れ

ば
、
自
宅
で
生
活
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
ま
た
、
発
災
当
初
は
公
的
備

蓄
品
は
ま
だ
避
難
所
に
届
い
て
い
な

い
の
で
、
三
日
分
の
食
糧
・
水
・
毛

布
を
持
っ
て
避
難
す
る
こ
と
も
大
切

で
す
。

　

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
振
り
込
め

詐
欺
の
被
害
が
目
立
ち
ま
す
。
新

聞
記
事
か
ら
引
用
し
ま
す
。『
三
月

二
十
九
日
、
麻
生
区
の
七
十
代
女

性
、
一
、三
〇
〇
万
円
』『
三
月
三
十

日
、
町
田
市
の
七
十
歳
女
性
、
二
、

〇
〇
〇
万
円
』『
三
月
三
十
一
日
、

横
浜
市
旭
区
の
八
十
歳
代
女
性
、三
、

〇
〇
〇
万
円
』。手
口
は
息
子
を
装
っ

た
男
か
ら
「
電
車
に
か
ば
ん
を
忘
れ

た
。大
切
な
小
切
手
が
入
っ
て
い
た
。

現
金
を
か
き
集
め
て
ほ
し
い
」
と
自

宅
に
電
話
が
あ
り
、
受
け
取
り
に
来

た
男
に
現
金
を
渡
し
た
と
い
う
も
の

で
す
。

　

大
切
な
老
後
の
生
活
資
金
を
根
こ

そ
ぎ
持
っ
て
い
か
れ
な
い
た
め
に

【
電
話
で
お
金
の
話
が
出
た
ら
、
そ

れ
は
詐
欺
だ
】
と
受
け
止
め
ま
し
ょ

う
。お詫び

　前回発行の「たかつ」14 号内「千年神社」
記事の文中に、不適切な文言がありました。
関係者の皆さまに心よりお詫びを申し上げ
ます。（広報部）

震災の故郷を
訪ねて

二子塚錦長生会

松㟢　和子

電
話
で
お
金
の
話
が

出
た
ら
、そ
れ
は
詐
欺
だ

下
作
延
第
一
長
寿
会

笹
井　
　

勇

家の周囲には漁船が流れ来ている
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高
津
区
老
人
ク
ラ
ブ
よ
り
お
話
が

あ
り
ま
し
て
、三
月
か
ら「
老
人
ホ
ー

ム
恵
楽
園
」
で
俳
句
教
室
の
お
世
話

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

最
初
は
荷
が
重
す
ぎ
る
と
思
い
、
お

断
り
し
ま
し
た
が
、
ご
一
緒
に
勉
強

さ
せ
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
で
お

引
き
受
け
致
し
ま
し
た
。

　
「
恵
楽
園
」
は
大
山
街
道
沿
い
の

辻
地
蔵
堂
の
前
を
通
り
下
作
延
郵
便

局
の
通
り
「
ね
も
じ
り
坂
」
を
登
り

き
っ
た
所
に
あ
る
緑
豊
か
な
閉
静
な

佇
ま
い
で
、
館
内
も
広
々
と
し
て
い

ま
す
。
教
室
の
皆
さ
ま
は
お
若
い
こ

ろ
か
ら
詩
心
が
あ
り
、
感
性
の
豊
か

な
方
ば
か
り
で
、
私
を
優
し
く
迎
え

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
難
聴
の
方
に

は
係
の
方
が
付
き
添
い
、
お
体
の
不

自
由
な
方
に
は
手
を
添
え
、
そ
れ
ぞ

れ
の
方
に
優
し
く
丁
寧
に
心
配
り
を

し
て
お
ら
れ
、
入
居
の
方
々
は
本
当

に
お
幸
せ
だ
と
思
い
ま
す
。私
自
身
、

月
一
回
、
皆
さ
ま
と
心
温
ま
る
時
間

を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。

　

聖
路
加
国
際
病
院
の
日
野
原
重
明

先
生
（
一
〇
〇
歳
）
は
「
人
生
の
ぎ

り
ぎ
り
ま
で
考
え
、
感
じ
、
働
け
る

人
間
で
あ
り
た
い
。
そ
の
た
め
の
努

力
を
惜
し
ま
ず
、
と
き
に
耐
え
て
授

か
っ
た
知
恵
を
若
い
人
に
与
え
た

い
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
お
り
ま
す
。

私
も
八
十
四
歳
に
な
っ
て
人
生
経
験

豊
か
な
俳
句
教
室
の
方
々
と
新
た
に

出
会
い
、
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

し
み
じ
み
と
幸
せ
を
感
じ
て
い
ま

す
。
い
つ
も
次
回
が
楽
し
み
で
す
。

　

少
し
で
も
長
く
皆
さ
ま
と
ご
一
緒

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
心
豊
か
に
過
ご

し
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◦
恵
楽
園
句
会
の
句

土
用
波
遠
く
で
佐
渡
が
ゆ
れ
て
い
る

そ
れ
ぞ
れ
が
異
な
る
想
い
昭
和
の
日

息
つ
め
て
咲
き
盛
り
ゆ
く
雪
や
な
ぎ

黄ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

金
週
間
イ
メ
ー
ジ
豊
か
に
観
光
地

春
の
海
金
波
銀
波
に
日
は
昇
る

　

市
民
プ
ラ
ザ
通
り
の
千
年
交
差
点

か
ら
溝
の
口
方
面
に
約
二
〇
〇
メ
ー

ト
ル
の
左
側
高
台
に
千
年
神
社
が
建

て
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

郷
土
誌
に
よ
る
と
、
こ
の
神
社
の

例
祭
は
御
嶽
神
社
・
神
明
神
社
・
春

日
神
社
の
三
社
が
三
年
に
一
度
ず
つ

順
に
例
祭
を
行
っ
て
お
り
ま
し
た

が
、
昭
和
三
十
年
に
そ
の
三
社
が
合

祀
さ
れ
て
で
き
た
も
の
で
す
。

　

祭
神
は
天
照
皇
大
神
・
天あ

め

兒の
こ

屋や

根ね

命み
こ
と・

日や
ま
と
た
け
る
の
み
こ
と

本
武
尊
で
、
神か
ぐ

楽ら

殿
に
は
、

春
日
神
社
の
用
材
や
彫
り
物
な
ど
の

一
部
が
そ
の
ま
ま
使
わ
れ
て
残
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。

　

当
時
、
例
祭
の
費
用
は
村
中
で
集

め
て
、
芝
居
小
屋
を
か
け
て
皆
が
楽

し
み
、
子
ど
も
相
手
の
駄
菓
子
な
ど

の
出
店
も
あ
り
、
近
隣
か
ら
の
見
物

人
も
多
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
お
り
ま

す
。

　

影
向
寺
の
市
と
同
じ
く
、
私
も
親

か
ら
小
遣
い
を
も
ら
い
、
店
で
わ
た

が
し
を
食
べ
た
り
、
そ
の
日
が
待
ち

遠
し
か
っ
た
記
憶
も
あ
り
ま
す
。

　高齢者の皆さんが、住み慣れた地域で元気に暮
らし続けることができるように、介護・福祉・医
療など、さまざまなサービスを支援する公的な相
談窓口です。

　高津区には、七カ所の地域包括支援センターが
あり、担当地区が決められておりますので、電話
にてご相談・問い合わせをしてください。
【高津区役所高齢者支援課】☎ ０４４（８６１）3255

（広報部）

ひとり暮らしの親のことが
気がかりだなぁ

介護保険ってなに？

もうすぐ退院、でも家で
生活できるか不安だなぁ

福祉サービスって
どんなものがあるのかな？

今のまま健康でいるために
何かしたいな

「地域包括支援センター」とは？

千
年
神
社

下
作
延
第
一
長
寿
会

子
母
口
寿
会

古
川　

き
よ

横
山　

敏
男

親の介護に疲れて
ひとりで悩んでいる
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蟹
个
谷
末
広
会　

吉
田　

富
子

◦
高
津
区
老
連
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
に
て

鶴
个
城
雪
解
に
光
る
赤
瓦

雲
ぬ
い
で
磐
梯
雪
の
薄
化
粧

老
木
に
米
粒
ほ
ど
の
芽
吹
き
か
な

東
末
長
ひ
ま
わ
り
会　

日
吉
た
え
子

春
の
雪
朝
日
に
映
へ
る
鶴
个
城

山や
ま

間あ
い

の
宿
の
立
木
に
雪
の
花

う
ぐ
い
す
や
生
田
緑
地
に
幸さ
ち

ひ
ろ
う

梶
个
谷
に
こ
に
こ
会　

吉
田　

黎
子

ほ
と
と
ぎ
す
東
雲
ど
き
の
乱
声
を
聞
く

雨
も
よ
い
青
蛙
の
宴
終
も
な
く

水
面
切
り
角
ぐ
む
睡
蓮
巻
葉
立
つ

梶
个
谷
に
こ
に
こ
会　

千
田
幸
智
子

雲
の
峰
寄
り
つ
離
れ
つ
人
模
様

返
り
花
重
荷
を
解
き
て
淡
き
な
り

富
士
仰
ぎ
葡
萄
狩
り
す
る
極
上
日

梶
个
谷
に
こ
に
こ
会　

庄
司　

和
夫

そ
の
刻と
き
に
思
い
を
寄
せ
て
頭こ
う
べた
れ

水
ぬ
る
み
蕾つ
ぼ
みふ
く
ら
む
春
彼ひ

岸が
ん

桜
愛め

で
遠と
う

回ま
わ
り
す
る
帰か
え
り
道み
ち

下
作
延
第
一
寿
会　

岩
田　

晴
雄

風
光
る
妻
に
感
謝
の
完
歩
賞

ゆ
っ
く
り
と
米
寿
の
春
を
楽
し
ま
む

花
冷
え
や
躓つ
ま
ずき

易
く
な
り
し
妻

梶
个
谷
に
こ
に
こ
会　

本
名
セ
ツ
子

追
悼
式
涙
浮
か
べ
て
梅
の
花

小
田
原
城
冷
た
い
雨
に
か
す
み
を
り

五
月
富
士
裾
野
一
面め
ん
芝
桜

諏
訪
長
生
会　

倉
井
久
美
子

茅か
や
葺ぶ

き
屋
根
氷つ
ら
ら柱
の
花
の
大
内
宿

青
空
に
聳そ
び
え
る
雪
の
鶴
个
城

芦
の
牧
吹
雪
の
中
の
露
天
風
呂

二
子
ロ
ン
ラ
イ
ク
ラ
ブ　

石
井
タ
ケ
子

鯉
の
ぼ
り
地
震
振
り
切
れ
春
よ
来
い

新
茶
入
れ
先
づ
は
一
服
亡
き
夫
に

下
作
延
第
一
長
寿
会　

古
川　

き
よ

し
ん
し
ん
と
降
る
春
雪
も
会
津
な
り

白
牡
丹
開
く
天
女
の
落
し
も
の

し
ば
ら
く
は
笹
子
鳴
く
峡
去
り
難
し

二
子
ロ
ン
ラ
イ
ク
ラ
ブ　

斉
藤
千
代
子

行
き
先
が
有
る
か
の
如
く
向
き
を
変
え

　
　

初
蝶
そ
そ
と
我
を
し
り
め
に

庭
の
花
今
年
も
つ
ぼ
み
持
ち
ま
し
た

　
　

色
々
の
花
庭
の
あ
ち
こ
ち

ペ
ン
を
取
る
頭
に
う
か
ぶ
夕
ぐ
れ
に

　
　

な
か
な
か
名
前
わ
か
ら
ず
終
い

二
子
ロ
ン
ラ
イ
ク
ラ
ブ　

石
井
タ
ケ
子

大
む
ら
の
見
事
に
咲
き
し
あ
で
姿

　
　

見
知
ら
ぬ
人
の
足
を
止
め
お
り

俳
　
句

短
　
歌

奥
さ
ん
、カ
ニ
は

　

い
り
ま
せ
ん
か
？

分
か
り
ま
し
た
。

う
ち
は

　
　

結
構
で
す
の
で
。

後
日…

カ
ニ
を
お
届
け
に

あ
が
り
ま
し
た
！

犯行手口の一例です
　

暮
ら
し
を
支
え
る
お
金
が
、
悪
質
商
法
・
振
り

込
め
詐
欺
等
で
奪
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

注
文
を
し
て
い
な
い
の
に
、
商
品
を
勝
手
に
送

り
つ
け
て
代
金
を
請
求
す
る
商
法
を
「
送
り
つ
け

商
法
」
と
い
い
ま
す
。

　

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
と
、
六
十
歳
以
上

の
方
か
ら
の
相
談
が
七
割
以
上
を
占
め
て
い
ま

す
。

　

配
達
員
に
受
け
取
り
を
拒
否
す
る
意
思
を
示

し
、
送
り
返
し
て
く
だ
さ
い
。
断
っ
て
も
何
度
も

し
つ
こ
く
勧
誘
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　

困
っ
た
場
合
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
等
に
相

談
を
し
ま
し
ょ
う
。

︻﹁
川
崎
市
消
費
者
行
政
セ
ン
タ
ー
﹂
電
話
番
号
︼

月
曜
～
金
曜　

９
時
か
ら
16
時
ま
で

※
金
曜
は
電
話
相
談
の
み
19
時
ま
で

☎
０
４
４
︵
２
０
０
︶
３
０
３
０

　

第
十
六
号
（
平
成
年
二
十
五
年
一
月

号
）
に
掲
載
す
る
文
芸
作
品
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。
投
稿
は
紙
面
の
関
係

上
、
一
人
三
句
ま
で
と
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
多
く
の
皆

様
の
ご
投
句
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

文
芸
欄
投
稿
に
つ
い
て
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編
集
後
記

◎会報広報部
　　大木　重雄　　　川邉　直行
　　石黒　義章　　　寺㟢　　坦
　　大嶋　久子　　　平野　一雄
　　古川　きよ　　　猪又　和子

　

平
成
二
十
四
年
度
の
高
津
区

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
総
会

は
、
大
勢
の
来
賓
者
の
ご
出
席

の
も
と
、
提
案
さ
れ
た
議
案
等

は
全
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
新

体
制
の
も
と
「
ふ
れ
あ
い
ク
ラ

ブ
た
か
つ
」
が
諸
事
業
に
取
り

組
み
、
充
実
し
た
活
動
が
進
め

ら
れ
ま
す
よ
う
に
会
員
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

こ
の
会
報
も
、
新
し
い
広
報

部
員
が
意
見
を
交
換
し
な
が
ら

作
り
上
げ
ま
し
た
。
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。「
会
報
た
か
つ
」

の
内
容
も
充
実
と
親
し
み
や
す

い
誌
面
作
り
に
務
め
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

下
作
延
第
一
長
寿
会　

古
川　

き
よ

　
書

私たちは高津区老連の活動を応援しています

◦スポンサーの皆様へ御礼
　このたびは「たかつ」の発行に際し、格別のご支援ご協力をいただき誠に
ありがとうございました。本誌は、区老連会員の生きがいづくりや仲間づく
りの場として、また高齢社会の心の糧となる広報誌をめざして発行するもの
です。今後もさらに内容の充実に努めてまいりりますので、末永きご支援の
ほど何卒よろしくお願い申し上げます。　　　 【高津区老人クラブ連合会】
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た か つ 写 真 館

た か つ

私たちは高津区老連の活動を応援しています

2 月 28 日㈪
区老連料理教室

4 月 26 日㈭
高遠の桜（区老連春の旅行）

3 月 27 日㈫
会津鶴ケ城（区老連研修旅行）

3 月 26 日㈪
大内宿（区老連研修旅行）

5 月 23 日㈬
区老連総会

ストーンアート
（小林　康人氏作）

6 月 21 日㈭
健康ウオーキング（鎌倉散策）


